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西洋 語と 國 語と 題した 本稿の 主眼と すると ころ は、 近代の 西洋 系統の 外來 語の 史的 概觀 である。 こ. - では 外来， 語の 

學 としての 现論 乃至 方法論の 問題に は觸れ ない。 

わが 國の歸 化 語 或 ひ は 借用 語と も稱 せられる 外来語 は、 語 史的 研究 をお し 進めれば、 古い 時代に 文化的 交 涉が行 は 

れた 近接 民族の 言語で ある アイヌ 語. 朝鮮語. 支那 語、 及び 朝鮮語と 支那 語 を 通じて 入った 梵語な どの 輸入され た 時 

代にまで 遡らねば ならない。 これらの 諸 近接 語の 中で も 支那 語の 如き は 漢語と して わが 國 語の 語彙の 大部分 を 占める 

もので あり、 今日で は 我々 が 殆んど 外来語で ある こと を 意識し ない 位に 國 語に 歸 化して しまって、 一 々その 原語 を 指 

摘す る こと は 至難で ある。 年代が 降って 我々 の 考察の 範圍 である 西洋 系統の 外来語の 時代に なると、 史舉 • 文獻擧 の 

補助に よって 原語の 決定 はさまで 困難で はない けれども、 最近の 如く 民族 乃至 國 民との 文化的 接觸 が複雜 になって 來 


ると、 言語の 關係も 錯雜を 極め て 多種多様の 外來 語が 國語 中に 交錯して 用 ひ られる やうに なって 來た。 殊に 近 來の特 

色 ある 外来語の 現象 は、 語彙の 方面から 3- れば尊 門 語が 普通の 語彙に 侵入す る ことで あり、 音韻 變 化から 首へば 洋語 

の. 轉 訛が 1^ しく 殊に 發 音の 短縮 化される 傾向で あり、 叉 外来 洋語の 歸化ゃ 衰滅な どの 實に あはた しい 流 轉の狀 態で 

ある。 

抑 も 外來， 語と は、 他國民或ひは他民族との接觸にょる文化的交流の結2^として生する外國語の自國；^|1への借用又は 

輸入 を 言 ふ。 それ を 自國語 に 混 人して 使用す る ものであるから、 この 意味に 於いて 外來； は 借用 語と 呼ばれ、 叉は歸 

化 語と も稱 せられる ので ある。 更に 外来語の 輸入の 經路 は他國 民との 直接の 接觸 によって 歸 化される 場合と 直接に 接 

しない 他國 語が 自國 語に 混入され る 場合と である。 具體 的に は、 外來 語の 借用の 路筋は 文字と ともに 輸入され る 場合 

と， 文字 を はなれて 口耳の 間に 傳っ て 借用され る 場合との 二つの 場合が 考へ 得られる が、 多くの場合 は 文字に 伴な つ 

て傳 つた ものと 考 へて よい。 

然 らば 1 つの 外來 語が、 どの 時代に どの 國 語から 借 S された かと 云 ふ 問題に 就いての 採 求 は 仲々 簡單な もので はな 

く、 こ \ に 外来語の 原語の 決定の 問題が 生じて 來 るので あるが、 これに は 比較 1  一一 n 語擧的 方法 論 を耍 請す る。 他闽 Is^i が 

外来語と なる ために 注意す べき 現象 は、 その 原語 その ま、 の 音韻が 行 はれす に 借用され た國 語に 適 塵した ところの 音 

韻變 化が 行れ る ことで あるが、 從 つて 外来語 の 原語 決定 のために は外來 語の 昔 聲轉訛 法 を 考究す ベ きで ある。 殊に 近 

代の 外來 洋語に なると、 その 輸入の 經路を 知り その 年代 を 採 求す るた めに は 特に 歷史擧 乃至 文 獻舉の 補助が 必耍 とな 

つ て來 るので ある。 これらの 補助に よって はじめて 外來 語の 根本の 原語 を 決定す る ことが 可能で ある。 


更に 外来 要素と 云ふ點 から 考へ ると， 外國 語が 國 語に 及 ほした 影響 は、 單 語の 借用の ほかに 直 譯的文 體ゃ言 ひ 廻し 

方の 借用 も あり、 又外國 語の 語法の 國 語の 文章 法への 適用の ことに も 見出され るので ある。 これらの 端緒 は旣 に南蠻 

交通 時代の 國語 中の 外来 要素に 認められ、 明治以降の外來洋1^|1乃至外來耍素の借用には、 この 倾 向が 著しく 增 進して 

ゐる ことが 知られる。 

近代の 西洋 系統の 外來 Hi の發 展史 を概說 する ために は、 考察の 目安と して、 ォ 〈の 二 時期に 大別す るの が 便 s であら 

うと 思 ふ。 第一 期 は 第 十六 世紀の 半 頃から 慕 末に 至る までの 明治 以前の 西洋 外来語の 時代で あり、 第二 期 は 第 十九 世 

紀の 中期 頃の 幕末 明初から 現代に 至る 明治 以後の 西洋 外来語の 時代で ある。 

第一 期の 明治 以前の 西洋 外来語 は、 更に これ を 細分す ると、 (一) 南蠻 系統の 外来語 は、 葡萄牙 語 を主體 として 若干 

の 西班牙 語. 拉丁語が あり、 尙ほ 西洋 語 を 通じて 入った 東洋 語 を も 包含す る ものであるが、 年代から 言へば 十六 世紀 

の 中頃から 約 百年 間 を 指す。 (二) 和 蘭 貿易 時代の 外來語 は、 西洋 語と して は 和 蘭 語が あり、 これに 若干の 東洋 語が 含 

まれる ので ある。 時期 は 十七 世紀の 初頭から 幕末に 至る 約 二百 五十 年間に あたる。 次に 第二 期の 幕末 明治 以後の 西洋 

外來 語で あるが、 この 期の 初頭 は 蘭 • 英兩國 語の 謂 はぐ 過渡 時代で あり、 1 方に 於いて は 開港 場に ビヂ イン • イング 

リ づシュ なる ものが 發 生した。 この 特殊な 言語 現象 は 我々 の 考察から 見逃す ことが 出来ない。 從 つて 明治 二十 年代 頃 か 

ら 現代に 至る までの 西洋 系統の 外 來語史 を概觀 する ために は、 その 國語 別に til 分して、 (一) 英米 語、 (二) 佛蘭西 語 及 

ぴ獨乙 語、 (三) 露 西亞語 及び 伊太利 語に 細別す るの が 便 である。 本稿で は ほ ^ 西洋との 通交 貿《 ^に 基いた 以上の 歷 

史的 151! 分に 從っ て 考察 をす- - めて 行かう と 思 ふ。 

序  富 
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明：！ WW 前， S 西 洋 外来語 

第一章 明治 以前の 西洋 外來語 

〔I〕 南 蠻布敎 時代 

こ i に 南 蠻布敎 時代の 外来語と 云 ふの は、 第 十六 世紀の 半 頃の 足 利 末の 天文 年 問の 吉利支 丹布敎 による 葡萄牙 人 • 

西班牙 人の 渡來 から、 第 十七 世紀の 中葉に あたる 德川 初期の 寬永 年代の 吉利支 丹 宗門 禁制の ため 南蠻 交通の 途絶へ た 

までの 凡そ 一 百年 簡に國 語 中に 借用され た 西洋 語 を 指して 稱す るので ある。 この 期， ぱに 於いて は來 朝の 宜敎師 は 葡萄 

牙 人か葡 語に 通曉 せる ものであった ので、 渡來の西洋人が傅來した邀督敎の祌擧思想ゃ新しぃ文物に伴なって^^；^！叫の 

1! 語 中に 混入して 用 ひられる ものが 少なから す、 從っ て葡 • 西 • 拉 の南蠻 系統の 外來 語のう ちで も 最も 勢力 を もつ た 

の は 葡萄牙 語であった。 拉丁語 は 日本人 信徒の 間に 舉習 された ことがあった けれども、 西班牙 語は葡 語に 比較して 外 

來語 としての 生命 は 至って 短 かく、 その 殘存 する もの は 極めて 少ない。 まして この 時期に 日本との 通商が 僅かに 十た や 

間し か 行 はれなかった 英吉利の 言語の 當 代への 影響 は 殆どなかった と 云っても よい。 從っ てこの 時代の 新來の 宗敎で 

ある 吉利支 丹の 用語 並びに 貿易 上の 物産の 名と して ffl ひられた 外來 洋語 は葡 語が 最も 多く、 次いで 拉丁 一ば 西班牙 語 

の 語截が 認められる。 

A 吉利支 丹 用語 天主 敎の 傳來と 供に 輸入され た 西洋 語 は、 傳 道に 方って R 本 語に 譯し 難いた めに 原語の ま V で 

m ひられた ので あるが、 土 井忠生 氏が 「外来語 研究」 (第一 卷 第三 輯) に 寄せられた 「日本 耶蘇 會の 用語に 就いて」 に^れ 

ば、 宣敎師 ガゴ ー の 報告に は 日 木；？ li に飜譯 しがたい 宗敎 用語が 葡語 ♦ 拉丁語に 五十 語 以上 あると 見えて ゐる 事が 知ら 
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れる。 實 際に は當 時の 信者の 間に 用 ひられた 外來語 は 更に 多數 であるが、 例へば キリシタン、 パテレン、 H ケ レジ ャ 

などと 言 ふ 語は發 音は國 語の 音韻に 順應 された けれども、 その 原語の ま k で 用 ひられた ので ある。 葡 語と國 語との 關 

係 は獨人 ケンブ " ル にも 注意され て、 その 著 「日本の 歷史」 に 若干の 葡 語が 擧 げられ、 英吉利の 吉利ま 丹 版 研究の 先覺 

ァ，. 'ネスト • サ トウの 「日本 耶蘇 會刊 行書 志」 に は 特に 吉利 丹文獻 から 宗教 用語 を列擧 して これに 原語 を與 へたが、 こ 

れらの 外人の 研究の ほかに 村 上 H 次郞 博士 は 明治 三十 六 年の r 史攀雜 誌」 に 「往時の 西洋 交通が 國 語に 及ぼした る 影響」 

と 題す る 有益なる 外來 洋語の 語彙の 集成 を發 表された ことがあり、 前田太郞氏は「外來|^|?の研究」中に、 同氏の 紫め た 

宗敎 用語 は 一 一 百 五十 ra: に 上り、 その 大部分が 葡語 である こと を 指摘した。 近く は 村 岡典嗣 氏の 「吉利 支 丹 文 擧抄」 附録 

の r 歐語 抄」 が ある。 まづ はじめに 葡 語に 屬 する もの を 少しく 錄 して 原語と 譯 語と を對 照して 見よう (以下 語彙の 採錄 

に はこ の^に 做 ふこと k する)。 


アビ ト Imbito 服、 宣敎師 の 常用せ る 法衣。 

ィ ルマン irmTo  留滿、 法 兄？！^。 

インへ ルノ  iuf 01.110 地獄。 

キリシタン christio 吉利支 丹、 切支丹、 天主 敎徒、 

基督 敎徒。 

クルス C1.UZ 十字架。 

コ ン チリ サン contl.i9?o 痛悔。 

明治 以前の 西洋 外来 語 


コンへ ソル conflor  ( 一 ) 證人。 (一 一)； II 罪， 僧。 

コ レジオ collegio 擧林。 

サ カラメ ント Sacramento  .^00 

ゼン チヨ gentio 異教徒、 吉利ま 丹 以外の もの を 云 

ふ 0 

バウ チイ ズ モ baptismo  (バウチ シモ) の 訛語、 洗禮。 

バ テ レ ン padre (パ デ レ ) の 訛語- 伴天連、 祌 父- 敎 


明 55 以前の 西洋 外來語  ， 

父。  ミサ missa 彌撒、 聖餐。 

ハラ ィゾ pal.aiso 天國。  ユカ リシ チヤ eucharistia 聖體、 基督の 聖體。 

ぺ 一一 テ ン シ ャ penitencia 悔悟。  ルシ ヘル lucifer 惡魔。 

マル チリ inartyrio 致命、 夠敎。  ：！ ザ リヨ rosario 攻瑰 花冠、 聖母 マリヤに 對 する 十 

マサン ma で an 麻 三、 林檎。  五ケ 條の 祈禱、 及び それに 用 ふる 念珠" 

以上のう ち 拉丁語より 出で たる 語に て 旣に葡 語に 入った ものに は葡 語と して 擧げ たもの も あるが、 拉丁語から 出た 

借用 語 は 至って 少ない が、 次に その 原語 を 拉丁語に 求め 得られる と 信ぜられる もの を擧げ る。 

. ァ 一一 マ aiiinia 靈魂。  ゴパ ッショ 御 passio 苦難、 甚督の 受難。 

アベ マリヤ Ave  Maria 聖母 マリヤ。  デウス Deus 祌。 

エケ レシ ャ ecclesia 敎會、 敎會 堂。  ヒ イデス fiedg 信仰。 

オラショ oratio 祈禱。 

西班牙 語 は、 その 富 語 主で ある 西班牙 人の 宗敎上 並びに 貿1«§ 上に 於け る 活躍が 葡萄牙 人 ほどで はなく， 殊に 西班牙 

人の 來航は 葡萄牙 人に 四十 年餘遲 れてゐ たので、 その 言語の 國語 中に 混入して 用 ひられる もの は尠少 である。 常 の 

宗敎 用語に は 原語 を葡 語に 求むべき や 或 ひ は 西班牙 語に 求むべき やその 本源 を 究める ことの 困難な 語 も あるが、 本來 

西班牙 語と して 考 へられる 宗敎 用語と して は 僅かに、 コ ミサ リヨ (comisario 管 121! 長 代理)、 コン ヘシ ョ ン (collfersion 

吿解 • 懺悔) など を 摘出す る ことができる のみで ある。 從 つて 吉利支 丹 用語の ある もの は、 原語 多元 說を拔 つ て葡西 


兩語を 原語と 考 へて よいので ある。 

これらの 吉利支 丹 用語 は、 德川 幕府の 禁敎 政策の 爲に 殆んど 衰滅して、 今日 行 はれる 一 W 葉 は 至って 僅かし かない。 

地方 的に は 長 崎 方面の 潜伏 吉利支 丹の 間に 殘存 して ゐる もの も 少し 許り は ある。 例へば 同 地方に 「おてんべ ん しゃ」 或 

ひ は 「お 天 邊者」 と 云って 舊吉利 支 丹の 徒が 家き よめ、 病魔 拂に打 振る ものが あるが、 これ は葡 語の ぺ  一二 アン シャ (1 

nitencia 悔悟) の轉 訛で あり、 バウチ ィズモ (洗 禮) は 「バオ ツル 島」 となり、 マサン (林檎) の 語 も その 口 傳に殘 つて ゐ 

る。 

この 吉利支 丹布敎 時代の 外来語に 就いて 注意すべき は、 寫音 法に 新 工夫が 加 へられて 從 來の國 語に は 擬聲音 以外に 

P 音で はじまる 語はなかった のが、 P 音を寫 すため に は、 《行の 右 肩に 半燭 音符 を 添へ て その 音 を 示す こと が 考案 さ 

れて、 パ ン (PJO 麵飽) とか パッパ (papa 羅馬 法王) などの 語が 傳 へられた。 また 連績 子音の 間に は 次に 来る 母音と 同 

一 母音 を揷 入す る 傾向が あら はれ、 grasa は^ ラサと なり、 cliristJo は 利り したんと 寫 される が 如き 現象が 認められ 

る。 宗敎 書の 譯 文の 文體に 於いて は直譯 的な 外國の 文脈が 輸入せられ、 或 ひ は 伴天連 ヮリ II ャ，' -1 の 天 正 十 一 年 ( 一 

五八 三) の 書翰に は 彼に よって、 日本語 の 讀み 書き のために a 1 マ 字 綴 論が 考 へられた ことが 見えて ゐる こと も 附記 

してお きたい。 

B 南蠻 貿易 關係 用語 以上に 述べた 精神 文化に 關 する 外 來 語に 次いで 擧げ なければ ならな いのは、 南 蟹 人の 渡來 

と俱 に傳來 した 貿易 上の 物産 名の 洋語で ある。 これら は 主として 葡 語から 取り入れた 語であって、 その 由來 する 所が 

遠く 而も 漢字 を あて、 用 ひられる ので 現在で は 全く 西洋 語と 云 ふ 感じが なくなる ほどに 歸 化して ゐる。 長 崎の 古贺十 

明： ffirHSS 西洋 外 語 
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明治 以前の 西洋 外 《 語 

一 一郎 氏の 調 杏に よると、 IS 氏が 集められた 所の 葡語は 宗敎語 も 含めて 約 四千 語 ほど あり、 德川 時代の 中期の 和 蘭 語が 

勢力 を 得た 時代に なっても 約 二 千 語 はあり、 今日の 長 崎の 人の 使 ffl して ゐる葡 語より 入った 外 來！^ i は 五十 位 は あると 

云 ふこと である。 長 崎 は 元龜； 兀年 (一 五 七 〇) から 七十た 牛 間の 葡萄牙 人の 在住に よって これ だけの 國語 上の 影響 を 受け 

たので あるが、 この II 勢 は南蠻 との 交通 時代に 於け る葡 語の 消長 を 語る 一 資料で ある。 

ま づ葡語 を 原語と する 外來 語彙から 飮食關 係の 語 を 拾つ てみ るなら ば、 左の やうな ものが ある。 

パン は 今 口で も遣存 して ゐる 長命の 外来語で あるが. 葡.^|1の pso より 出た 語で ある。 この パンの 語 を大槻 I： め 水 は 

寬政十 一 年 ( 一 七 九九) 刊の 「蘭 說辨 惑」 にて 「和 蘭 隣 國拂郞 察と いふ 國 にて 「ばいん」 いふよ し此 語の 轉ぜ るか」 と-おへた 

けれども、 これ は 誤りで ある。 慶長 年間に は 江 戶* 長 崎に てパ ン 製造の ことがあり、 古く は 吉利支 丹 文 獻に現 はれ、 

「大日 本 史料」 第 十二 編 之 六に 錄 せた 慶長 十四 年 (一 六 〇 九) 九月 上總に 漂着せ る 西班牙 船乘 組の 前ル ソン 長官 ドン •  口 

ドリ ゴの 報告書 譯 文に もパ ンの 語が 見えて ゐる 如く、 パ ンは十 3 く 南 蠻布敎 時代の 外來 語で ある。 

それから 料理に 關 した 語に は、 ヒ リヨ ウスが あり、 飛 龍 頭と 書かれて ゐ るが、 葡 語の fillioses から 出た ものと お 

へられて ゐる。 長 崎に てヒカ ドと稱 する 南蠻 料理が あるが、 この 語 も葡語 picado の 借 W である。 古賀 十二 郞 氏の 說 

では 天 e 羅と云 ふ 語 も、 葡 語の tempero と 云 ふ 調理 を 意味す る 語から 出た ものであると 言 はれて ゐ るが、 南變 系統 

の 言葉ら しく 2 わ はれる ものである。 ワカ 或 ひ はヮァ 力と 云 ふの は 葡萄牙 語であって vaca 义は vacca にあたり 牛肉 

のこと である。 なほ 長 崎で は 料理人 を タス ネリと 呼び、 この 語 は鎖國 時代 になっても 行 はれて 出 島 蘭 館 の 料理人 を稱 

したので あるが、 やはり 葡語を 原語と する もので cozinlieiro にあた る。 しかし クス ネリの 語 は 後に 蘭 語の コックが 
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行 はれる に 及んで は 滅びて しまった。 今日 料理人 を コックと 言 ふの はこの 蘭 語の 名殘 である。 

漬物の 一種で ァ チヤ ラ漬と 云 ふ 語 は、 新 村 出 博士の 考證 によれば、 葡語 acliar に aT つるが、 慶長元 和 時代の 日本 

の英 商館に 居た リ チヤ ー ド • コックスと 云 ふ 商人 頭の 日記に ァ チヤ ラの 語が 見え、 語原 は 波斯語 であって 馬來 語に も 

入って をる が. 日本に は南蠻 貿易 時代に 葡語を 通じて 入った ものと 考 へ られ る。 

南蠻 交通 時代に は、 葡萄牙 人の ほかに シャム 人 や 東京 人 ゃ黒坊 等の 東洋人の 渡来す る もの もあった ので、 當 代の 外 

國語 として は 葡萄牙 語が 最も 多く 用 ひられた ので ある けれども、 シャム 語 • 東京 語 • 馬來 語な どの 東洋 語が 多少 ほひ 

られ た。 時 馬來， 語 は 渡來の mi 坊の 間に 用 ひられた のであった。 かくして、 南蠻 貿易 時代から 東洋 語が 國 語に 入った 

が、 その 傳來 の經 路を考 へ ると 主として 葡萄牙 語 を 通じて 借 川され たもので ある。 しかし こ の 頃に 直接に 東洋 語が： ：！ 

本 語に 取り入れられ たと 考 へられる もの も 若干 は ある。 

例へば 煙管 はァ ー ネスト • サ トウの 「煙草 傳 來考」 で 指摘され たやう に、 管の 意の カム ボ チヤ 語 klisier から 入った 

もので あり、 こ 3 語 は 古く 廣長寬 永年 代の 林羅 山の 「羅山 文集」 に 見え、 元祿 三年 (一六 九 〇) 刊の 「人倫 訓蒙 岡彙， 一に も 

出て ゐる。 ^醬. 醬手 • キン マ 手 香盒な どの キン マの 語原 は 不明と されて、 南蠻 語な らんと-,, - へられて ゐ たが、 こ 

れ は暹羅 語から 入った 語と 思 はれる。 「恩賜 京都 博物館 講演 集 第 九 集」 の 三木榮 氏の 「日本と 關係 ある 古藝 術に 就て」 に 

よれば、 暹羅 語で 檳 椰子の 實をマ ー クと云 ひ、 嚼 むこと を キンと 言 ふが、 キン マ はこの 暹羅語 キン マ ー クの轉 訛で あ 

ると 說 かれて ゐる。 

織物の 名に は 東洋 語が 葡語を 通じて 入った ものが 多い が、 まづ その 方面の 語から 言 へば 次の 如き ものが ある。 カァ 

明^？以前の西洋外ザ語 


明治 以前の 西洋 外来語 

サ 木綿の 力 アサ は葡語 casa にあた るが、 1 兀來は 印度 語で あらう。 カナ キン は 金 巾と 寄 かれて ゐ るが、 もと 印^. ■ よ 

り 出で て葡 語に 入った のであって 日本語へ は葡； ^ji  cane.iim から 入った ものである。 綿布の  一 ti である ギガ ン島 (縞) 

は 元來は 馬來語 ging-gaiig に 出で て葡語 guing Jo を 原 と す る も の で ぁ り 、 更紗 は葡語 sara^a にあつべき であ 

るが、 元來サ ラサの 語 は 古代 爪哇 語より 出で て葡 一語 に 入った ので ある。 尙 ほ南蠻 貿易 時代の 織物と 考 へられる ものに 

羅紗 • 天 鷺械 . 棧留 • 轜珍 などが あり、 いづれ も 出 自は葡 語で ある。 各 f 葡 語の l.axa,  veludo,  STo  Thom 少 setim 

を あつべき ものである。 叉 蠕 禅は葡 語 gibro である。 メリ ヤス は 長 崎で メイ ヤスと も稱 される が、 西班牙 語の medi- 

as から 出た 語で、 元來は 「半分 叉 は 中位」 を 意味す る media に 複數の S をつ けて medias となり、 日本で は 肌に つけ 

る メリ ヤスと 一一 目 ふ 意味に 變 化した ので あると 考 へられる。 そのほか 葡 語から 出 た 服装 語 i 嵌 に は 合羽 (capa) 、 輕衿 (cal- 

c?o ズボン 下の 意)、 ボタ ン (botjo) の 語 も ある。 

菓子の 名で は、 カステラ をまづ 第一 に擧げ ねばならない。 カステラ は 長 崎の 名產 として 名高い が、 葡語 Castella 

より 出で、 詳しく は pJo  de  Castella の 略語と 考 ふべき である。 金平糖 も 元 來は長 崎の 名物で あつたが、 葡 I?;i811- 

feito にあたり、 有平糖の アル ヘイ は葡語 alfeloa の轉 訛で あり、 今日 熊 本の名 產 になって ゐ るカセ イタ は 加勢 多と 

書かれて 南蠻 系統の 洋語と 思 はれる が 原語 は 明らかで はない。 カルメラ は 浮お 糖の 文字が 書かれて ゐ るが、 iP; 諳 0P. 

ramelo 又は 西班牙 語 caramelo の轉 訛で ある。 これ は 今日の 英語から 入った キャラメルと 物は與 なる が、 CI じ 語源 

である。 

南蠻 酒で は、 チン タ 酒が 名高く、 往時 は珍陀 酒と 書かれて 珍 菜され た 赤色 葡萄酒で ある。 葡 f^i の ヴィー 一 ョ. チン ト 
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u^.o の？、 ヴィー ーョ i 雲、… は 有色 i あるが、 i 合 形 i チン トは§ よ 

品詞が 變 つて 名詞と して 用 ひられた ので ある。  ，- ク^ i 

u 物の 着 は| から 出た ものに は、 ァメン ドウ (謙羞、 舊 文字の あてられた コ マー ン トロ (膽萬 

一一  f  I) 、 パ ン さ|  1)、 マルメ  口 [H パ ン ャは元 來墨 i 

, 木お 樹及 びそれ 力ら とれる 綿 を 云 ふので ある。 また、 藥 品の ヘイ サラ. バ サラ？ h.a ぎ歸) Q ヘイ サラ ま、 

f の轉 語で 葡語 では 石の 意、 パサラ の roai はもと 東印度， f 出で まに 歸 化した I ある。 . 

,fJN に 西班牙 語から 出た と考 へら^る 植吻 名に，, ^ァ， ,^  ？ 

ゎスぉ物名にはフナナス01ぽ§8凰^,0 イノ ンド (§oldo 薛ー羅 )、 ザボン ognboa 

力 ある。 アナ ナス は 今日で 云ふパ イナ クプレり  .  . 

西班牙 語で ある。 イナ ソフノ のこと て イノ ントは i,f は 不明と された が、 輩で 原語 は 

その他の 墨 5 に 伴つ て 輸入され た 外 I に 、 骨牌 (I) の 如&樂 品、 ハ ァ 力ず 小刀)、 フラスコ 1 0 

ビ… (vf の 如き 什器、 或 ひ は 輩 f  。。)、 ボウ ブラ などが ある。 住宅に 關 した？？ タンが あ 

，これ は tula から 崖 iiii も i るが、 囊八年 (一 S 一一 i 吉利支 丹 版 

I ゐる のが 出 f 5. い。 それから 船の ffi リ アン fo 、ガレ ウタ (Is ずリ、 き」 

正 保 四 年 ( 一 六 四 七) の 肥 前 大村家 霧に 出て 来る。 以上の I は いづれ も 露から 出た 外 謹で ある。 . 

P 擧 拳る もの では、 ァス トロ ラビ ョ If と 云 虐 器 や、 ク ルセ イロ  (纖 |と言ふ 南 十字 善 

指す 霧 力 あり、 元 和 四 年 ( 一 六 一 八) 序の 「元 和 航海 記」 に錄 せられて をる。 

明 .15  前の 西洋 外 1535 


明治 w 前の 西洋 外来語 

本節 を 終る に 方って 一 言して おきた いのは 南蠻 系統の 洋語の 外來 語と しての 運命で ある。 寬 永ハキ 代の 鎖國 時代に な 

ると. 人の 渡来が 杜絶した ので、 それから 後は葡 一語 を はじめ 南變 語 は 漸次 衰滅して しまった。 鎖國 時代に なっても 

舊外來 語で ある 葡語 など は 多少 殘存 した 痕跡が うかが はれる が * 宗敎 用語の 稱蠻語 は 後世まで 生 _ ^した 二三の 語 を 除 

いて は 殆んど 絶滅した のであって、 僅かに 貿易に 關 する ものの みが 和 蘭 語 時代に 行 はれて ゐ たので ある。 例へば 酒 

の フラスコ、 fg 子の ビ イド 口 の 如き 葡 語からの 葡外來 語 は、 蘭 語の コ ップ (Isp)、 ガラス (glas) と對 立して W ひられ 

た ことがあり、 葡語 の石驗 である シャボン (sab^) は 蘭 語の セ ップ (zeep) に 代られる ことなく 生；：^ し、 矩艇を 意味す 

る葡 語の バ ッ テラ (bateira) の 如き は 英語の ボ ー トに代 へられる までの 明治 二十 年代 頃まで も 行 はれた ので ある。 學 

術 W 語で は葡 語の ラン ビキ (alambique) が 用 ひられ、 明ュ屮 初年まで 殘存 した。 しかし今日になると南蠻系銃の洋；^^iの 

多く は廢 語と なり、 宗敎 m 語な ど は 吉利支 丹 を 取り入れた 文學 作品の 中に W ぴ 生かして 川 ひられる ほか、 我々 の 口に 

上る もの は キリシタン、 バ テ レ ン位 である。 そのほか 残存して ゐる もので はパ ン の， 語が 最も 永く 生存 を續 けて をり、 

梳 物の 名に ラセ イタ 草と 云 ふの が ある。 この ラセ イタ は 元來は 毛！！ 物の 名であった 葡 語の raxeta から 出て * 全く 物 

の 異なった 植物の 名に 殘っ たので ある。 叉 「ピンから きりまで」 と 言 ふ 文句の ピン は、 南蠻 骨牌の 用語で 一 の數を 指す 

語で あるが、 原；！； ii は 西班牙 語の プ ン タ (punta 點) 又は 葡 語の ピ ン タ (pinta) と へ られ るが、 英語の ボ ィ ン ト と！： 源で 

ある。 八 rn も 尙ほ殘 ^して 曰 常に m ひられる 西班牙 語と して は、 僅かに メリ ヤスの 語が あるの みで、 南變 系統の 西洋 

語で も 西班牙 語 は その 生存 力が 至って 弱い。 

〔一一〕 和 蘭 貿易 時代 
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お 蘭 K 易 時代と は、 慶長 十四 年 ( 一 六 〇 九.) に 和 蘭人が 平 戸に 商館 を 開いた 第 十七 世紀の 初頭から 安政 開國 前後の 第 

十九 世紀の 中葉までの 時期 を 指して 言 ふので ある。 しかし 最も 和 蘭 貿易が 隆盛 を 極めた の は寬永 十六 年 ( 一 六 三 九) の 

鎖國 以後、 すな はち 同 十八 年に 和 蘭 商館が 平 戸から 長 崎に 移された 以後の ことであって、 雨來 幕末の 開 画に 至る まで 

の 問 は 和 蘭が 支那 を 除いて は 海外との 唯 一 の 通商 國 として 貿易 上の 特權 を獨 占して 多大の 利益 を牧 めた ので ある。 

これ を 外 來語史 の 側から 考へ ると、 鎖國 後に 於いても 長 崎の 外國語 の 譯官た る 通詞の 間に 南蠻語 の 研究が 績 けられ 

たので ある けれども、 南蠻 人の 渡来が 杜絶して から は葡 語の 勢が 衰滅して、 これに 代って 興った ところの 新 外来語た 

る 和 蘭 語が 日常 語 中に 根 を はるに 至った。 殊に 享保五 年 (一七 二 〇) に 吉宗が 吉利支 丹關係 以外の 洋書の 輸入の 禁を解 

いてから は、 蘭擧が 興隆 を 極めて、 天文學. 醫學 • 本^5;ぃ擧 • 化擧などの主として自然科舉方面の西洋の擧問はすべて 

和 蘭 を 11^.2 して わが 國に 傳來 したので ある。 從 つて 和 蘭 語 はこの 時運に 乘 じて 多大の 勢力 を もち、 國語 中には 擧術上 

並びに 貿易 上の 和 蘭 語が 次第に 多く 取り入れられて、 新 外来語と して 和 蘭 語の 全盛の 時代と なった。 地理 的に 言って 

も 和 蘭 語 は 長 崎 を 中心に 江戸. 京阪 地方で 研究され て、 外来語と しても 擧術 上の みならす 日常の 事物の 名にまで 侵入 

した。 かくして 蘭 語の 勢力 は德川 時代の 末期に 及んだ ので あるが、 安政 開國 以後に なると 新 來國の 言語で ある 英吉利 

lii や 米語の ために 次第に 驅逐 されて 來て、 僅かに 藺 英語の 過渡 時代で ある 明治 初年に その 名 殘を存 する に 至った。 

つぎに 紅毛 系統の 西洋 語で ある 蘭 語 及び 蘭 語 を 通じて 入った 東洋 語 は、 內容 上から 區分 すると、 (一) 蘭學 時代の 蓽 

術語、 (一 一) 和 蘭 貿易 關係 用語に 分つ ことが 出来る であらう。 

A 蘭學 時代の 學 術語 わが 國に 於け る 自然 科擧 の發展 は、 先に 述べた 南 蠻布敎 時代に 端 を ^する ものである。 卽 

明^1-:-前の西洋外ず)語  . 
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明治 以前の 西洋 外来語 

ち當 代の 日本人 は 吉利支 丹 宣教師から 西洋の 科舉 として 天文 學と 醫擧と を擧ん だので あるが、 天文 擧は林 li 山が 歸化 

人 澤野忠 庵の 記述せ る 天文 書の 本文に 辯 說を附 した かの 「乾坤 辯說」 に 凝集せられ、 醫舉は 南蠻流 外科が 後代に 傳 へら 

れた。 鎖國 期に 入って から は、 蘭擧の 勃興に よって 歐洲 近世の 自然 科擧の 成果が 傳 へられて、 蘭 摩 時代になる とま づ 

西洋の 天文 學 が傳來 され、 ついで 物理 •： 化 擧* 梳物舉 などが 攝 取され て， 德川 末期に なると 歐洲の 應用ェ 紫が 取り入 

れられ るに 至った。 これらの 西洋 流の 舉問は 江戸と 長 崎を屮 心に して 發展 したので ある。 

舉術 上の 外来語と して 借用され た 蘭 語で、 まづ 天文 膀 術の 語 を 次に 擧げ る。  . 

ゥェ ー ルガ ラス \serglas 晴雨計。  クン ネゥ H 1 セル zouneljzer 曰 時計。 

, オクタン ト octant 八圓 儀。 八 分傣。  タルモ メ ー トル thermometer 寒暖計。 

コンパス  IJOmpas 混發。 雨脚 器。  テ レスコ" フ telesccop 遠目 鏡。 望遠鏡。 

ゾ ン ガラス  zonglas 太陽 觀測 器。 

醫舉關 係の 語で はス ボイト opuity  メス (mg)、 レトルト (retort) が あるが • スポイト は 藥液を 注入して 洗滌す る 

器で あり、 メ ス は 外科 S の 小刀の 意に ffl ひられ、 當時 食卓 用の ナイフに は葡 語の ハ ァ 力 (faca) があって メ ス の 一語と E 

^され、 レトルト は 蒸溜 器で あり、 いづれ もん 「日 もな ほ 生存す る 語で ある。 廢 語に はなった が 外科に 用 ひる 針 を ラン 

セタ (lancet) と稱 した。 化擧 のこと を 蘭 語の cliemie から 音譯 して 舍密と 云 ふ 文字 を あてられ たこと は 宇 ffl 川 格 庵の 

天 保 八 年の 「舍密 開宗」 から はじまる ので あらう が、 明治 初年まで 用 ひられて 明治 元年に 大阪に は 「大 阪舍密 局」 と 云 ふ 

工業 試 所が 設け られた ことがあり、 明初の 京都府 記錄 にも 舍密 の 文字が 兑 えて ゐ る けれども、 そ の 後 は化蔡 なる 譯 
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語が 用 ひられた ので ある。 最近 セ イミの 語を活 して r 舍密」 と 言 ふ 題名の 雜 誌が 兵 庫縣の 蘆屋で 刊行され てゐ るの も 面 

白い。 京都で は 今な ほ 蘭 語の ァ ボ テ キ (apotheker) と 書か れた 看板 の あがつ た 藥屋を 見出す こ と が 出来 る 。 

そのほか 和 蘭 藥局方 時代に 入った 藥 品名に は 次の やうな ものが ある。 アブ シン ト草は 苦艾で あるが、 蘭 語の absint 

から 來た 語で、 今日 用 ひる 佛蘭西 語の アブサンに あたる ものである。 元ァラ ビヤ 語から 出た アル コ ー ル (alkllol) 或 ひ 

は エキス (extract の 下略)、 チン キ (tlHctur の 略言)、 へット (vet 隊脂) など も 蘭 語の 名殘 である。 

植物の 名で は、 アン ジャべ ルは 紅毛 石竹で あり、 市 河 三 喜 博士の 見られた 寫 本に は ァ ンゼ リイ ルと 書かれて ゐ ると 

1! 目 ふこと であるが、 この 語 は 和 蘭 語の angclior,  aujelier の韓 訛と みるべき であらう。 文政 年間に 高 野 長 英が著 はし 

た 「一 一 物考」 に 出て ゐる アップ ラは、 東北 地方の 方言に も兒 える 語で ヂャガ タラ 芋の ことで あるが、 蘭 語の aardapple 

の 略言 を 訛 つた ものである。 文政 年間に はじめて 渡來 した オリ，' ブ樹 は、 橄榄 にあて られ 英語 の オリ ー ブ から 出た ISli 

と考 へられる けれども、 蘭 語 olijf が 原語で あり、 英語の オリ ー ブは色 を さして 言 ふ。 H  II シダは 拉丁語の genista 

を 和 蘭 語 流に 發 音した ものであるが、 その 出 自は蘭 語と 考 へるべき であらう。 

その 次に 擧 げたいの は 同じく 梳物 名で あるが、 力 ミツ レ (kamillo) は 薬用植物 である。 サフランの 原語 は 蘭 語 sa- 

ffl.aan であるが * もとは アラビア 語より 出た もので あり、 ヘン ル， 'ダは 漢字で 芸 香と 書いて、 下 劑に用 ひられる が、 

その 出 自は蘭 語の ゥェ ンル ー ト (さ ijuruit) から 出た ものである。 ゥ ェ ンル ー ト からへ ンル， 'ダ になった 鞞 訛の 甚 しい 

ものであるが、 市 河 博士 はこ の 音韻 變化は 假名に よる 發 音から きた もので あり、 恐らく ヴ 二 ン V ベ ン >  へ ンと變 つた 

もので あらう と 考察 せられた。 この 假名 書きに よる 音韻 變化 は、 外来語 研究 上に 注意すべき 現象で ある。 

明^5以前の西洋外來.諳 
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明. 以前の •£ 洋外來 .ss 

梳物舉 乃至 本草に 關 する 語 を擧 げたので、 次に 動物 舉に關 係 ある 蘭 語から 屮 Z た 語彙 を錄 せば、 カラ クン 島、 クウ ク 

ゥゃ 鳳五郞 などが ある。 カラ クン は 蘭 語 bilkoen にあつべき 語で 食 火 鳥 を 指して をり、 クウ クウ は 蘭 語 koekoek 

より 出て 「俚 一一 一一 I： 集覽」 に 子規の 阿蘭陀 名と 見えて ゐる。 鳳 五郎と 全く 日本語に 歸 化して しまった 駝鳥の ホ ー ゴ nl は、 

蘭 語の スト ロイス *ホー ゲル (struisvogel) の 略言の 轉訛 である。 

和蘭ー^lm擧 に關 した 語で は、 ゥォ ー ル デンプ" クは辭 書の 意 の woortlenboek から 出で、 ガラ マテ 力 は 文法の 義の 

gl.ammatica からの 借 W 語で あり、 ガラ マテ 力 は 英語の グラマ ー と 同 語源で ある。 

德川 末期に なって 漸く 歐洲 E 工業の 發 達の 後 を 追 ふたので あるが、 この頃の 應用 工業 上の 蘭 語で 國 語に 取り入れら 

れ たものに は、 ダラ ィバ ンと云 ふ 語が ある。 これ は 鐵ェの 用 ひる 旋盤の ことで あり、 蘭 語の dmaibank の轉 訛で あ 

る。 造船 用語に ドックが あるが I これ は 普通に 英語の ドッダ (dock) と考 へられる が、 幕末に 蘭 語の dok から 入った 

ので あり、 すまで もな く 船渠 • 造船所の 意に m ひられる。 寬政年 問に 幕府が 和 蘭より 購入した 泳氣 鐘の イク ルス コ 

n  " クが ある。 潜水器の 一 極 と M わ はれる が、 この 語 は、 蘭 語の ドィ タルコ a ック (duikerlslok) の轉 訛らし く考 へら 

れる。 

蘭 語から 入った 西洋 擧 術語で 見逃す ことので きない ものに、 ェ レキ テル 又は H レキが ある。 電氣の 義の蘭 語 elect- 

riciteit から 來た 語で ある。 今日で はェ レキは 古語と なった が、 ェ レキ テル は 十 ：！ くはェ レキテ リセ イリ ティと 書かれ 

て、 後藤 梨 春の 明 和 二 年 (一七 六 五) の 「紅毛 談」 下卷に 出て くる。 これが わが 國に 於け る電 氣に關 する 記事の 初見で あ 

るが、 エレキテル を 平 賀源內 が 自ら 製作した ことがあって、 その 製作 年代 は 最近の 調 茶に 由る と 安永 五 年 (一 七 七 六) 
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十 一 月と 云 ふこと である。 H レキ テル は 天明 七 年 ( 一 七 八 七) 刊 の 森 島中 良の 「紅毛 雜話」 や 翌年の 大糊磐 水の 「蘭 說辨 

惑」 にも 出て ゐる。 

B 和 蘭 貿易 關係 用語 葡萄牙 人の 南蠻 貿易に， いで 行 はれた 和 蘭 貿易が 通商 上に 獨占 的な 利益 を 得る やうに なつ 

たの は、 平 戶の蘭 商館が 寬永 十八 年 (一 六 四 一 ) に 長 崎のお 島に 移されて 以来の ことで あり、 それより 幕末 開港の 時に 

至る まで 一 一 百 十 年間 和 蘭の 日本 貿易 は 長 崎の 地で 營 まれた。 從 つて 和 蘭から 或 ひ は 和 蘭人 を 通じて 歐洲 及び 束 亜 . 0 

洋 などから 舶載され る 文物 はすべ て 長 崎 を 通じてであった。 されば 長 崎に 及 ほした 舶載の 文物に 伴って 人った 蘭 語の 

影響 は 大きく、 多少 その 名 殘も亦 永く^し て ゐる譯 である。 古賀 十二 郞 氏の 編され た 「長 崎 市史、 風俗 編」 の附錄 「長 

方言 集覽」 に は、 和 蘭 貿易 時代に 入った 多くの 語彙 を牧錄 して ある。 又 日本語 中の 和 蘭 語に 就いては、 コィぺ ル氏 

の 研究に 上った ことがあった。 

ま づ和蘭 料理に 關 する 外来語から 述べよう。 長 崎で タ I フルと は 和 蘭 料理 を 意味す る もので 元來は 食卓と 云 ふ意眛 

の 蘭 語 tafel から 出た ので、 長 崎で は 西洋 料理の 意に 用 ひられる ので ある。 

ボ T トル 蘭 語 boter, 牛酪で ある。 今日で はこの 語 は 滅んで 英語の バタ ー が 代った が、 明治 初期まで その 名殘が 

存 して、 英 ST ハ タ ー がボ I トルと 發 音され たこと もあった。 

ァラキ 蘭 語の arak から 入って、 漢字で 阿剌吉 • 荒氣と 書かれ 1 母 一語 はァラ ビヤ 語で あるが、 一種の 蒸餾 酒で あ 

る。 和 蘭 貿易 時代に は 蘭領爪 哇產の ものが 舶載され た。 

ァネ イス ゥ H イン 蘭 語 auijswijn で 、 大茴香 酒 である。 • 

明治 以前の 西洋 外 
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明治 以前の 两洋 外来語 

ゼネ ー フ ル 蘭 語で は genever と 言 ふ。 英語の ヂ ン にあた る 酒で ある。 

ビ ー ル 通常 英語から 入った やうに 考 へられる けれども、 出 自は蘭 語 bier である。 

コ， 'ヒ ー 關 西で はコ ー ヒと云 ふが、 これ も 英語よりも 早く、 蘭 語の Isffij を訛稱 したので ある。 

メル キ 牛乳に あたる 蘭 語 melk から 出た が、 今 口 では 廢語 となって 突 語の ミルクに 代 はられた。 

次に 菓子の 名で あるが、 ヲ ベリ，' (oblie) 、 カネ I ル クウ ク (kaueelkoekje)  * ボ ー フルチ ス (pof  f  ertjes) などが あつ 

たが、 いづれ も 和 蘭 風の 菓子で ある。 

食卓 用 語の 食韪を 指す レイべ ル (lepel) は 現在で 廢語 となった が、 ホル コ 又は ホコ は尙ほ 生存して ゐて 蘭； i^g  vork 

から 出た もので、 英語の フォ ー クと 同一 語源で ある。 

服飾品の 多く は、 南蠻 系統の 洋語の 場合に みられた 如くに、 その 原産地 や 積 出港の 言語から. H 來 する ものである Q 

で、 15^:51 語 や 南洋 語が 大抵 は 蘭 語 を 通じて 入った ものが かなり ある。 例に は 主な ものの み を 舉げる ことにする。 

イン デン 蘭 語 Indien  (印度) から 轉 じて 印度 產の 革を稱 した。 

キ ガン 島 歸雁 島と 書かれた が、 キ ガン は 蘭 語 gingam に 出で、 現在で 縞と 書く の を 古く は 島と 書いた。 キ ガン 

は元來 は馬來 語から 出た 語で ある。 

ゴ n フク リン 蘭 語 grofgrein の 訛語で あるが. 古く は燈長 末年の 文 獻に現 はれ、 宽永顷 から ゴ 口と 略稱 され、 又 

慕 末に は フク リンと 略稱 された。 これ は 語の 合成 要素の 切りち がへ である。 

ヅ ツ ク 蘭 語 (loek より 入った 語で、 麻の 厚 織で ある。 
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口 マル島 元來は 波斯語 口 マ ル (romal) 或 ひ は 印度 語ル マ ル (ruil) から 出た 語で あり、 日本語 へ は 蘭 語 を 通じて 

人った もので あらう。 織物の 一種であって、 ハル シャ (波 斷) 國 より 舶載と 言 ふこと が、 延寶 頃の 記錄 「長 崎 聞 書」 に 出. 

てゐ ると 言 ふ。 

その他の 舶載 品 に は ガラス (gles) 、 ギヤマン (diamante) 、 コップ (kop) 、 コロップ (prop) な ど の 什器 が ある。 ギヤ 

マ ンは 原語で は 金剛石 を 意味す るが、 わが 國 では 切 子础 子の 意に 誤用した。 

住宅に 關 する ものに は、 カンテラ (kandelaary ブリキ (blik)、 ペンキ (pek)、 ポンプ (pomp) が あり、 樂 器に はォ 

1 ルゴ ー ル (orgel 自鳴 琴)、 ラ ツバ (roeper) などが 傳來 した。 

船員 • 船 乘を 呼んで マ ドロ スと言 ふの も、 蘭 語 matros から 出た 語で、 今日 もな ほ 生存して ゐて 開港 場に 用 ひられ 

且つ 普通 語に も 侵入して ゐる。 叉 マ アカン、 マ アカン 部屋と 云 ふ 語が 長 崎 方言のう ちに 潜んで ゐ るが、 マ アカンと は 

もと 馬來語 nmkan と 言 ふ 食事の 意から 出て、 德川 時代に は 蘭 商館の 料理人 を 云 ひ、 今日で も 蘭 語の コ ック Oslo と 

並び 用 ひられて ゐる。 マ アカン 部屋 は德川 時代に は 蘭 館の 料理 部屋 を稱 したので あるが、 現在の 長 崎で は弘く 西洋 料 

理を 調理す る 部屋 を 言 ふので ある。 

f^、に和蘭語の勢カ消長の跡を考へなければならなぃのでぁるが、 幕末 開國 以後に なると、 旣に 述べた やうに 舉術用 

語と して 叉 貿易 關 係の 用語と して 盛んに 外来した 蘭： 詰 は、 新来の 英米 語 等の 西洋 語の ため、 次第に 影 を 潜める に 至つ 

た。 而 して 僅かに 明治 初年の 蘭英 過渡期に 和 蘭 語の 名殘 がと めら れ たけれ ども、 今な ほ 日常 用語に 生存 を續 けた も 

の は、 割合から 言へば 德川 中期 以来 殘存 した 葡 語に 比して 少ない。 また 明治 初年の 蘭英 過渡期と でも 言 ふ 時代の 和 蘭 

明 1? 以前の w 洋外來 語 


明： K 以後の 西洋 外来 IS 

Ifli の名殘 のこと は、 考察 上の 便宜上から 第二 章に 於いて 述べたい と 思 ふ。 尙 ほこの 蘭英 過渡期の 外來 語に 就いては、 

新 村 博士が 「外来語 研究」 誌上に 發 表された 有益な 諸 論文の ある こと を 特記して おきたい。 

第二 章 明治 以後の 西洋 外來語 

〔一〕 幕末 明初の 西洋 外来語 

治 以後に なると、 蘭 語が 殆ん ど廢滅 してし まって、 僅かに iif 末 明初の 謂 は 蘭英 過渡期に あって その 殘^ の 痕跡 

をと にめ るに 過ぎ なくなり、 蘭 語に 代って 興った 新 外来語と して は 英米 語 を はじめ 佛蘭西 語 • 獨乙 語. 露 西 101 語.^ 

太 利 語が 國語 中に 侵入した ので ある。 殊に 舊 外来語で ある 蘭 語の 名 殘りは 明初に 存し、 且つ 英語の 發昔に 和 蘭 語 流の 

發昔 の 影響が 及んだ こと は 更に 明治 二 十 年 前後まで 年代が 下り う ると 思 はれ る 。 

蘭；？； i より 英語への 過渡 時代に は、 ^川 時代に 入った 蘭 語の ある もの は、 英語と 同 一 語源と 同形 類 昔で あるた めに、 

そ の 出 が 忘れ られて 英語と 誤解され るに 至った。 この 事 は 獨英兩 語 の 場合 にも 言 ひ 得 られ るので ある。 この 時代に 

は 英語が 次第に 勢力 を 張る やうに なった ので あるが な ほ 和 蘭 語の 名 殘ゃ藺 語 流 の 發音 の 餘波を 認める ことができる。 

ガ ス • ガラス. コ ップ . コ tt  " プ などの 語 は 英語から 傳來 した もので はなく、 それ 以前の 文獻 にあら はれて ゐるゃ 

うに、 旣に和 蘭 語から 入った ものである。 右のう ち ガラス は 蘭 語の glas から 出た ものであるが、 こ 0 ガラスの 發 

は 連續子 昔の 間に は 次に 来る 母音と 同一 の 母音 を附 加す る轉 音の 例で ある。 この 外來 語の 轉昔 のこと は、 前述の 如く 

に、 吉利支 丹布敎 時代の 南蠻 語に も 認められる 所の 傾向で ある。 ガラスの 語 は德川 中期に 擡頭し、 寶勝 年間の 平賀源 
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內の 「物 類 品^」 に 出典 を 求め 得られる。 コ 口  * ブは 英語の cork よりと 考 へられる の は 誤りで、 蘭 語の prop の轉 

訛で ある。 それから サ ー ベ ル • フ ラフ • ラづパ • ランドセル などと 言 ふ 軍事に 關 した 語の 出 自は蘭 語で ある。 フ ラフ 

(vlag) は 旗 を 言 ひ 明初まで 殘存 したが、 今 は 長 崎 方言に 潜んで ゐる。 

g- 治 初年 頃まで 行 はれた 力 I へ ルは、 蘭 語 kacliel から 出て 明治 五 年頃の 文獻に 見える が、 後に は 英語の スト ー ブ 

が 行 はれる やうに なった。 貨幣 や 量目の ボンド も 英語の パウンドより ではなく 蘭 語 Pond から 來た ものである。 又 

英語の フランネルに 先立って 蘭 語の フランネル (flanel) の 語が 行 はれ、 明初の 英和 辭典に も 出て ゐる。 長 崎 及び 横濱 

方言で 酩 釘の 事をド 口 ンケン と 言 ふが、 これ は 英語の ドラン 力 ー ドの 訛語と 考 へられる けれども、 自は蘭 語の drou- 

ken と考 へたい。 

次に 蘭英 過渡 時代の 外來 語に 就いて 注意 を 要する こと は、 英語 時代に なつ て も 蘭 語 流の 發 音で 英語 を發 音した こと 

である。 例へば 英語の バタ ー(butter) をボ ー トルと 發 音したり、 英語の リ， I ダ ー (reader) をリ ー ドルと 讀み、 貨幣 

の ダラ ー (dollar) を ドル ラルと 發 音した の は、 語尾のば や r を はっきりと 響かせた 蘭 語 流の 發昔 の 名 淺 である。 明治 

九 年の 「東京 開 成舉校 一 覽」 に 英語の セメント (cement) を シメン トと 記されて あるが、 これ は 蘭 語 流の 發 音の 餘 波と 

a られ る。 

安政 開國 頃から 明治 初年に かけて、 横濱を 中心に 開港 場に 發 生した ピ. チ ン. イン ゲリ クッシュ (Pidgiu-Hnglisli) 

は、 英語 を 話す 外國 人と 日本人との 間の 思想 傳 達の 手段と して 行 はれた 變 則な 英語で あり、 はじめは 西洋人と その 婢 

僕 や 出入の ものとの 間の 通用 語であった のが、 遂に は 商取引 や 横濱の 一 般の 人々 にも 使 はれる やうに 使用の 範 圍が攄 

明， 一？ 以後 G1S 洋外 
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げられ た。 

所謂 |薩 と？ られる 破格 な薩は、 曰 本， f 混淆して gs 干 I 羅も 交へ て 話され g であるが、 外 

國 人の 口から 曰 本人の 耳へ 傅った ものであるから、 巧みに 原語の 響 抑 f 摸倣して 羅の 趣き を傳 へて ゐる。 叉 一 

方で は 次 f 邦語の 響に 順應 されて 一冨 上の il くない。 UQSgi の 例と し S 白い S  、洋犬 を カメ 或 

ひ は カメ ャ奋 つたこと である。 在住の 英米人が 犬 を 呼んで dome  ！  ci!" 又は <6應1 應 「とずった の 

を閒 き 誤って 洋犬の 意に 解され るに 至った ので ある。 地方の 喜に 存 する ドンタク は 8 の. ソン タク- (lag) から 

の 1 曰で あるが、 疆 の 曰曜 曰が 轉 じて 休 曰の 意に 用 ひられ、 叉 土曜 曰の こま 半ドンと？ た。 

この IQS 崖って 簡 st、  5囊 方 f  It 來 たもの が 多い。 i 逝去され た 京大？ ラ I ク敎 

f 一  アリマ ス. アリマ セン • ラング ェ I ヂ」 と稱 された 如くに、 £.1 と 言 ふ 5 つで To  have.  Will II 

Has  rd、  Can  have.  To  obtain.  To  be.  To  I  to  /  To  be  at  hi.  To  arrive.  To  I  s に 使 ひ 分けら 

れ るので ある。 

Funey  high  kin  sel.ipan  nigh  rosokoo は 燈臺の 意で あり、 coivbobbery-sto は 辯 護 士の義 であり、 Dora 

donny は 銀行家 を棄 する ので ある。 叉 siok 層 by  and  by  all  I  hi は 病院の 意味で ある。 この セ 

ランパン はサ ランパン、 サ ランパと も稱 され 破壞 の 意に 用 ひられる が、 馬 謹の バタ ヴィャ 方言 PJJ あた 

り 力ら 来たので はない かと 考 へられる。 ポ パリ 1 は 東印度 諸島 や 支那に S られる 5 凡ゆる 讓 S ぎ、 §を ば 

意味す るが、 5 ィ ルス は I 語の 吧蔽を あてた けれども、 産 は 印度 g  Blp  re  (o  father!) から 出た ものら し 


その他に 地方の 方言に 殘？^ した ペケ は piggy と 書かれて 駄目、 いけない の 意に 用 ひられる が、 これ は馬來 語の 「行 

く、 去る」 の 意の pcrgi,  p5rgi から 來た ものである。 これらの 東亞 語 及び 南洋 語 は 南海に 往來 した 外國 船員に よつ 

て傳來 された ものと ョ 4 へたい。 

しかし、 これらの 破格な 英語 も 明治 中期から 漸次に 勢が 衰 へて、 現在で は 若干の 語彙が 方言 中に 殘存 する のみで 殆 

ど 絶滅して しまった。 僅かに その 傳統は 波止場の 車屋 英語と して 人力車 夫の 間に 縱^ される に過ぎない。 

〔II〕 英 語.？ K 語 

德川 時代に 根 を 張った 和 蘭 語の 衰滅の 跡 をう けて 舆 つた 英語が. 國語 中に 侵入した の は 幕末 開 國以來 のこと と考へ 

られ るが、 明初の 蘭英 過渡 時代 を經 て、 明治 二十 年代から は 西洋 外来語 中で も 英語が 最も その 駿足 を 仲す 氣 運に 向つ 

たので ある。 英語 敎 育の 普及と 新ら しい 文物の 傳來に 伴な ひ、 殊に 最近で はスボ ー ッ • 映畫の 方面から も 英語が 國語 

に 取り入れられて、 英語 は 恰も 第二の 國語 の 如き 感を呈 する に 至った。 所謂 モダン 語と 稱す る 流行語 の 大部分 は 英語 

であり、 西洋 外来語の 九十 五パ ー セント は 英語から 入った ので ある。 荒 川 兵衞 氏の 「日本語と なった 英語」 に は、 極 

めて 積極的に 約 五 千 語 を 集められて ゐ るが、 市 河 博士の 數年 前の 調査で は國 語に 攝 取され た 英語 は 千 百 語あった こ 

とが 知られる。 現在なら ば遙 かに 多くの 語彙 を 期待す る ことができよう。 

國語 中の 英語の 各 語に 就いて その 輸入の 經路 やた ヰ 代 を具體 的に 實証 する こと は 至難で あるが、 文献 的 調 茶-をす ふめ 

れぱ その 傳來の 時期 をう かが ひ 得る であらう。 ステッキ. ナイフ • ハンケ チ • バンク • ランプ • ブランケット • ヮ 一一 

明お 《 後 S 西洋 外来語 
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ス などの 語 は旣に 明初の 文献に 現 はれて をり、 このうち ブランケット は 明治 中期まで は その上 略言の ケット と 併用 さ 

れ たが、 ヮ 一一 ス (varnish) は 後に 一一 スと， 衫 略した 語が 行 はれた ので ある。 以上 は 明治 二十 年頃までの 文献に 現 はれて 

ゐる。 

大正 期に はスボ ー ッ 11 係の 語 ゃ社會 思想の 英語が 傳來 して 外来 S 舉語は 稍々 複雜 となり、 その 末年に は モダン 語の 端 

絡が 認められる。  , 

更に 米語 を發 音と 用語の 相異 から 英語と 15!: 別して 考察す ると、 アメリカから 入った 語に は 左に 擧げる やうな ものが 

ある。 古く は メリ ゲンの 語が あり、 メリケン粉 •  メリ ゲン 波止場な どと 用 ひられた。 商業 用語に、 力 タン 絲のカ タン 

(cottelly カラ ー、 デバ ー トメ ント • ストアの 下略 言の デパ ー トが ある。 衣食住 關 係の 語に は アイス クリ ー ム、 カク 

テル、 罐 詰の カン (can) などの 食料品 名が あり、 ァパ ー トメ ント. ハウス を 短縮した ァパ ー トゃ H レべ ー タ ー などの 

往居關 係の 語が ある。 スボ ー ッ 用語で は サッカ ー、 パレ ー • ボ ー ルが あり、 その他 ス ケヂュ ー ル、 ナン セ ンス などの 

語 も アメリカから 入った ので ある。 最近で は 品物 は 逆輸入で あるが ハ ツビ ー • コ ー トの 語が 傳來 した。 

英語が 日常の 國 語に 弘く 取り入れられた 結果と して、 その 儘で は 英語に は 通じない 和製英語が 大いに 作られる やう 

になった。 例へば ォ ー ルド • ミス、 ステッキ. ガ ー ル、 ハイカラ とか、 これ は 更に 蠻 カラの 語 を 生んだ が、 ラスト • 

へ ビ ー とか ワイシャツ (white-shirt) などが ある。 外國 語が 國語 中に 攝 取され る 場合に は、 多く は 原語の 發 音が 國語化 

して 行 はれる ので ある けれども、 最近の 英語 は 原語の 發音 に 近づいて 行く 倾向 が ある。 ダラ ン ド と發 音した のが ダラ 

ゥンド になり、 サ ー ビスと 書かれた のが サ ー ヴ イスと なる 如きで ある。 更に 外來 語と しての 英語 は、 (せ 略. 短縮 を 行 
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つて 單音 化されて 發 音され る 傾向が ある。 卽ち ブル ジョ ァを 略して ブルと 言 ひ、 ビルディング を 略して ビルと 稱し、 

マ ー ケッ トをマ ー トと 呼ぶな ど はこの 適例で ある。 これ は 端的に 表現す る 能率的 見地から 行 はれる 現象で あると 考へ 

られ る。 

次に 英語の 國 語への 影響の ことで あるが、 それ は單に 語彙の 上ば かりで なく、 言 ひ 廻し 方 や 表現 方法に も 及んで ゐ 

る ことに 注意せ ねばならぬ。 受身の 動詞が 多く m ひられる に 至った こと や、 人 以外の 事物 を 主格に 用 ひるの は 英語 風 

である。 その 例 は r  せられる」 とか 「何が 彼女 を さう させた か」 など 言 ふ 表現 法で ある。 かう いふ 西洋 語の 外來耍 

素と して 國語の 語法 へ の 侵入 は、 た に 英語から のみで はない けれども、 最も 國 語の 語法への 侵入の 犬なる もの は英 

語からで ある。 

又飜譯 した 外來 要素と して は、 r 密月」 aloneymooll) や 「社會 奉仕」 (social  service) の 如き 語 や 「象牙の塔」 (tower 

of  ivory) の やうな 成句 や、 沙 翁の 「ハ ム レ ク ト」 に 出て 來る 「弱き者よ、 汝の名 は 女な り」 (Frailty,  S  name  is  wo- 

man)の 如き 諺 は、  明らかに 英語から その 儘 借用され たもので ある。 

かくの 如く、 明治 以來 英語 は國 語の 語彙に、 その 文章 法の 上に 多大の 影響 を與 へた。 すな はち 英語 は 直接に は外來 

語と して 國語の 語彙 を豐 富に し、 且つ 間接に は 外來耍 素と して 國 語の 語法に 侵入して 國 語に 新鮮 味 を 加へ 更に 國語の 

表現 法 を增殖 したので ある。 

〔三〕 佛蘭西 語 *獨 乙 語 

明治 以後の 外來 語の 運命と して、 西洋 外来語 中の 九十 五パ ー セント をし める 英語 を 除く と、 國 語に 入った 歐洲語 は 

明： ー£以 後の 西洋 外^語 
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甚だ 少ない ので ある。 由來 英語 は 他 國語を 取 人れ る ことが 至って 寛大であった ため、 國語に 入った 本来の 佛 • 伊兩語 

の 多く は 直接に 輸入され たので はなく、 英語 を經 由した もので あり、 その 出自は 簡單に 決し 難い もので あり、 こ、 に 

原， 語 多 一； 儿說が 起り うるので ある。 叉 新 西洋 語の 語法が 國語の 領域へ 侵入の こと も、 英語の 場合に おける 如くに は、 そ 

の實例 を具體 的に あげる こと は 困難で ある。 從 つて かう した 新 外来語の 勢と して、 英米 語 を 除いた 西洋 語に 就いての 

記述 は 自然と 簡略と ならざる を 得ない ので ある。 

わが 國に 於け る 怫蘭西 語 研究 は、 フランス 革命の 刺激に よつ て 第 十九 世紀 初頭 の 文政 年 問に はじまり、 明治 初年 に 

及んだ ので あるが、 その後の 勢 は 衰微した。 十 ：！ く は 幕末の 文献に 佛 語が 散見して ゐる けれども、 外来語と して 國 語に 

混入した の は 明治 以後の ことで あり、 又 佛語は 日本へ は 直輸入と 云 ふよりも 英語 を 通じて 入った ものが 多い。 內容上 

からみれば、 主として 藝術 • 服飾 • 料理の 名稱が 取り入れられて をり、 近年に なると 若干の；^ 會 2 わ 想に 關 する が 入 

つて 來た。 

明治時代に 旣 に外來 一語と して 認められる 怫語に は、 シ ャ ， ボ ((cllapeauy コスメチック (cosmetiquey マント 1 

(nmutealf/  メ ー トル (mi: き e)、 デカ タン (decadent) 、 デッサン (dessin)、 ヌ， I ボ ー(uouveau) などが ある。 シャタ 

ボは 現在で は 帽子に 代 はられて 古語と なった が、 その他の 語 は 今 も尙ほ K ひられ、 ヌ ー ボ ー は藝術 上の 用語から 更に 

ヌ ー ボ ー 型と なって 不得要領の 人の 意に 用 ひられる。 

藝術 用語に は畫窒 のァ トリ H  (ateliery 藝術 家の 流派の アン デバ ンダ ン (Independents/ 寄席 や 喜歌劇 を 言 ふボ 

！ ドビル (vaudeville) が ある。 大正 末期に 近く 入った レヴ ュ ー(revue) は元來 は怫： ば i であるが、 國語へ は 英語 經 由で 
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入った ので ある。 

服装 語彙で は、 英語 を經て 入った ものが 多い が 直接 佛 語から 入った と 2 心 はれる ものに は 先に 擧 げた ものの ほかに， 

レ ー ョ ン (rayon) が あるが、 これ は 人造 組絲 である。 化粧品で 言 ふ へ チマ *コ ロンの コロン は 怫蘭西 語の ォ • ド • コ 

P ン (cau  de  Cologne) から 來た。 コ a ンの 原意 は獨 乙の 地名 ケル ンの 意で あるが、 日本語に 取り入れる 時に コ 口 ン 

を 香水の 意と 誤 つ て國語 のへち ま をつ けた ものである。 

料理 用語 も 多く は 英語 を 通じて 入った が、 小 料理屋 又は 踊り場 附の 料理屋 を 云 ふ キャパ レ I(cabaret)、 突き出し 

の 意の ォ ルド ゥ ー ブ ル (llors  d、  oeuvro) や 酒の 名の アブ サ ン (absiutl5)、 シャン パ ン (champagne) 或 ひ は 澄んだ 

ス ー プのコ ンソメ (consomm へ 0 など は佛 語から 傅った もので あらう。 ヒレ 肉の ヒレ も 英語で 解かれる けれども、 寧ろ 

佛語のヒレ filet から出たも の と^|„^ へられる。 

最近 は 外交 用語と して 承認の 意の ァゲレ マ ン ragl.dment)、 公報 又は 公告の 義の コ ミ ュ 一一 ケ (commtmiquo) が 入つ 

た。 ァ ダレ マン を 人名と 誤解して ァグレ マン 氏と 譯 した 新聞記者 のあった こと は、 この 語の 借用 乃至 歸 化の 程度 を 物 

語る もので あらう。 社會 思想 用語に は、 サ ボタ ー ヂ ュ 、 ブル ジ 3 ァ、 プロ レタ リアが あるが、 いづれ も 英語 を 通じて 

入った ものら しく、 勞働 組合主義 の 一つで ある サン ヂ カリス ム (syndicalisme) は 佛語 から 直ちに 傳っ たものと m あは 

れる。 

外國人 の 意の H トラ ン ゼ (へ」 tranger) は 島 崎 藤 村 氏の 作品の 題目に のぼった ことがあり、 流行語 の モダン 語と して は 

アデ ュ ー (adieu) 、 ァ ミ (ami,  amio)、 シ ゥ ク (chic 洗練され た、 粹 なの 意)、 デビ ュ ー ((16but 初 舞臺) が 行 はれる に 
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至った。  . 

一種の 和製 佛語 として は、 ベ レ幅ゃ ヒレ 肉が 行 はれ、 叉 r メ ー トル を あげる」 と 首 ふやうな 成句が つくられる やうに 

なった。 

獨乙 語の 研究 は、 他の 西洋 語に 比して 遲く はじめられ たが、 それ は 幕末の 安政 開國の 直前の ことで あつたが、 獨乙 

語 の單 語が 國， 中に 盛んに 混淆した の は獨乙 醫擧の 勃興と 哲舉 輸入に 伴な ひ、 近年で は 社 會經濟 や 登山 • スキ ー の 用 

語に 侵入して 來た。 

明治 一 一十 华代 頃まで は 軍隊で 「止れ」 の 意に 獨乙 語の ハルト (halt) が 用 ひられた ので あるが、 現在の 情勢と 思 ひ あは 

せば 隔世の 感が 深い。 醫學 S 語 は 近 來醫舉 の 進歩に 伴な つて 專 I： 語彙 を增 加して 行く 傾向が あるが、 ガ ー ゼ (plze)、 

オプラ I ト (oblate) は、 英語から ではなく 獨乙 語から 入った ものである。 病名で は、 トラ ホ ー ム (Tracllomy チフス 

(Typhus) の 原語に は 英語 を 普通 あてられて ゐる けれども、 これら は 突 語と 同一 語源で あり 同形 類音で あるが、 英語 

から 侵入した 語で はなく 出 自は獨 語で ある。 また ラッセル、 リゾ I ルも獨 語で ある。 

哲舉ゃ 近年 は社會 思想 方面の 獨乙 語が 傳 つたが、 アル バ イト (Arbeit 研究論文)、 イデ ォ 口 ギ ladeologie 觀念 

形態、 目的意識)、 デマ (デ マ ゴ ー グ Demagog の 略、 煽動 家、 煽動の 意に も がふ)、 ル ン ぺ ン CLUSPen 日本で は萍 

浪 者の 意に 用 ふ) などが ある。 

登山 • ス キ 語と して は  >  ゲ レ ン デ (Gemnde 練習場). ザイル (seil 綱)、 シ ャ ンッ- 一 (schallze 飛躍 臺)、 シ ュ プ 

I ル (spur 足跡)、 シ， I ハイル (slli  Meil スキ ー に榮光 あれの 意)、 ヒラ y- ァ csitte 山小屋)、 ピッケル (pickel 斧)、 ル 


ュ ック サック (Kuck さ ck) などが あって、 山岳 用語 を豐 富に して ゐる。 

日常 語に は醫學 上の 專門 語が 次第に 浸潤す る 傾向が あり、 叉 エネ ルギ ，- • シャン •  メ  H チン • フラウ • ゲルトな ど 

の 語が 弘く行 はれる。 叉飜譯 借用 語に は 「時代精神」 が あるが、 獨 語の 外来語と しての 運命 は 英語の 勢に 大いに 運 倒さ 

れてゐ るので ある。 

〔四〕 露 西 亞語. 伊太利 語 

露 西亞語 研究 は 露國の わが 國の 北邊を 侵した ことが 動因と なわ、 第 十九 世紀 初葉の 文化 年間から はじめられた。 し 

かし 外来語と 云ふ點 から 考察す ると、 國 語と 露西亞 語の 交涉 は旣述 の歐洲 語と は 比較に ならない ほどに 赛々 たる もの 

である。 幕末 頃より 露國と 交涉を もった 函 館 • 長 崎に は、 方言 化した 二三の 露語の 殘存の 痕跡 を 認める ことができる 

が、 外來 語と して は露國 より 舶載の 文物に 伴な つた 名稱を 除けば、 近 來頓に 擡頭した 所の 社 會經濟 思想 上に 侵入した 

露語が あるの みで ある。 

n シァ人 を 指す a スキ ー(Iluskii) は 日本語の 語感が 伴な つて 露 助と 稱 された が、 現在で は 古語と なった。 湯 沸 器の 

サモヮ ，1 ル (samovar). 苔 原 を 言 ふ ッンド ラ (tundray 三 頭の 馬で 鬼く 橇のト ti イカ (troika) や、 樂 器の バラライカ 

(balalaika) の 如き は 英語 にも 入って ゐ るが 、本来 は 露語で ある。 これらの 語の ある もの は 間接に 英語 を 通じ て傳 つた 

ものが あらう けれども、 又 直接に 傳來 した 物産の 名稱 として 入った こと も 想像で きる。 

酒の ゥォ "力 (vodka) や、 スト， I ブ にあた るべ ー チカ (pccldka)、 服飾 語の ルバ シ ユカ (rubasllka) など は相當 古く か 

ら 認められる 露語で ある。 
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近来 殊に サゥ ェ"ト*  a シャの 建設 この 方 は、 社會 主義 思想に 關 する 用語が 國 語に 人て 来たので あるが、 この 方面 

の 語に は 左の やうな ものが 見られる。 

インテリゲンチャ iuteligencija 知識階級、 下略して インテリと 云 ふ。 

キ ノ  ； kino キネ マ、 映畫。  タヮ ー リシ チ towarisc 仲間。 

コム ソモ ー ル Ismsomor 靑年共 產黨。  モップ ル mopr 國際 赤色 救 锾會。 

コル ホ ー ズ 1S1C116Z 共同農場。 

最近の 外来語が 上略 或 ひ は 下略な ど を 行って インテリ • プチブル • レポ • ゼネスト など 短縮 化される 傾向 は、 端的 

な 表現 や 語感の 强さ などの 能率 本位から 來 たもので あらう けれども、 近来の 露西亞 語に 於け る 同 傾向が 國 語の 語法に 

働き かけて ゐる こと も 見逃す ことが 出來 ない。 叉 外來耍 素と して は、 「赤 大根」 とか 「何年 計畫」 とか 言 ふ 語が 露 西 語 か 

ら飜譯 して 借用され てゐ る。 「何年 計畫」 と 言 ふの は サゥェ ， トの 「五ケ 年 計畫」 から 來 たこと は 申す まで もない。 

明治 以後の 西洋 外来語と して、 最後に 伊太利 語の こと を 述べなければ ならない。 以上に 概觀 した 西洋 語 中で も伢太 

利 語の 研究 は 最も 遲く 明治 中期 以後に 東京 外 國語舉 校 あたりで 始められ たので あらう が、 少く とも 明治 二十 年代 を 遡 

る こと はなから うと 考 へ られ る。 

國 語に 入った 本來の 伊太利 語 は 主として 音 樂に關 する 專門 語で あるが、 これらの 語 は 直接に 傅った ので はなく して 

殆んど すべてが 英語 を經 由して 輸入され たものと 言 はれて ゐる。 從 つて 多くの 國語 中の 伊太利 語 系統の 外來 語の 出自 

は 英語で あると 考 へねば ならない。 近来で は 音 樂專門 用語が 次第に 口 常 語彙の 中に 取り入れられて、 オペ ラ (operay 


ソプラノ (soprauo)、 セ 口  (cello) 、或 ひ は ピアノ (piano) などの 語 はよ く 人の 口 にも 上る やうに なった が、 いづれ も 出 

自は 英語で ある。 されば 伊太利 語 は 外来語と 云ふ點 からみる と 直接に 國 語の 語彙 を豐 富に し、. 且つ 國 語に 新鮮 味 を 加 

へたと は考 へられな いので ある。 なほ 日常に 「テンポが 早い」 と 首 ふ テンポ は元來 は^ 太 利 語で 樂 曲の 速度 を 言 ふ テン 

ボ (tempo) から 出た ものである。 

結 語 

TO1 洋外來 語 は、 現在に 於いて、 密接な 國際關 係と 社會 の複雜 化と に 伴な つて、 或 ひは學 術の 進歩 發 達に 從 つて、 舉 

術 • 技術 方面より 平常 語彙に 入り 來り、 最近で はス ボ ーッ • 山岳. 映畫 等の 方面から 入 つ て國 語の 語彙 を 益 々豊富に 

しつつ ある。 殊に 英語 は、 西洋 外来語 中で も、 英語 敎 育の 普及に より 且つ は 時運に 乘 じて 勢力 を 仲し、 新 外来語の 九 

割 五分 を 占める。 而も 所謂 モダン 語の 大部分 は 英語から 入った ものである。 更に 近来の 南洋 貿易の 勃與 につれ て 南洋 

方面の 言語まで が 加って 來る狀 勢で ある。 かくして 新 外来語 は 加速度に 國語 中に 侵入して 或 ひは歸 化し、 或 ひ は 消滅 

する。 實に 現代 は 外来語の 氾濫 時代の 感を呈 して ゐる。 こ」 に 洪水の 如くに 結えす 押し寄せて 來る 外来語 を 如何に 取 

り 扱 ふべき やの 問題が 生じて 來 るので ある。 か. -る 情勢の もとに、 近た ヰ この 方面の こと を 取扱った 專門誌 「外来語 研 

究」 (季刊) が 京都で 刊行され るに 至り、 その 誌上の 論考に 見るべき ものが 多い。 

外來語 問題 を、 保守的な 立場から 考へ ると • 氾濫され た 外来語の 輸入 を堪 止めて 外来語 を歸 化させない やうに 國語 

の 淨化を 計らう とする ので ある。 しかし 簡潔な 表現 をな すため に單語 を 短縮 化して 發音 する 近来の 外来語の 傾向 は、 


能率的に 考 へれば、 强ち 排斥すべき ではない。 なほ 外來耍 素と して は、 國語 中に 西洋 語から 成句 ゃ讓 を飜譯 借用し、 

或 ひ は飜譯 文體の 波及に よって 西洋 語の 文章 法 を 借用して 國 語の 表現 法 をより 適切なら しめ 且つ 國 語の 文體に 新なる 

色彩 を 添へ てゐる こと は兑 逃さるべき ではない。 これらの 外來耍 素の 特質 を考 へる 時には、 外来語 は國 語から 絶對的 

に 排斥 除外 さるべき ではなく、 寧ろ 國 語の 能率 を あげる ために は、 外來語 乃至 外來耍 素の 助力 を 得て 思想 俾達の 具に 

供して、 國 語の 表現 法 を 益 f 豐富 にすべき であらう と考 へ られ るので ある。 

以上に 於いて、 西洋 外來 語の 過去より 現在に 至る 實相を 加速度に 概觀 したので あるが、 與 へられた 時日と 紙面と で 

は、 更に 外來 語の 音額變 化の 方 則と 外來 要素の 國 語の 文章 法へ の 影響と を總 括す る 餘裕は 他日 を 期せねば ならな かつ 

た。 けれども、 その 主耍 なる 點 について は、 必 耍に應 じて 各所に 説明 を 加へ ておいた こと は すまで もない。 
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